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世
界
の
主
な
事
項

4
0
0
万
年
前
 人
類
誕
生

旧
石
器
時
代

殷
四
大
文
明

榎
崎
A
・
B
遺
跡
（
郷
之
原
町
）

加
栗
山
遺
跡
（
鹿
児
島
市
）

周
生
誕

迦
釈 
6
6
5
C.
B

0
7
7.
C.
B

跡
遺
宿

岩
）
市
内

川
摩

薩
（
跡
遺
畑
前

）
町

水
白
（

跡
遺
尾
丸
西

）
市
内

川
摩

薩
（
跡
遺

平
ノ
西

用
使
を

器
石
製
打

）
市
宿
指
（
跡
遺

本
岩

代
時
文
縄

春
B
.C
5
5
3
 孔
子
誕
生

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
離
（
約
１
万
年
前
）

秋
早
期
紀
元
前

益
畑
遺
跡
（
串
良
町
）
の
集
落
（
項
目
０
３
２
）

・
落

集
模
規

大
の
）
市

島
霧
（

跡
遺
原
野
上

7
5
0
0
年
頃

野
里
小
西
遺
跡
（
野
里
町
）

戦
B
.C
2
7
2
 ロ
ー
マ
が
イ
タ
リ
ア
半
島
を
統
一 帝

皇
、
一

統
国
中

帝
皇

始
の
秦 
1
2
2
C.
B

国
の
）

市
森
青

県
森

青
（
跡
遺

山
丸
内

三
）
市
佐

伊
（
跡
遺
神
ノ
塞

）
町

原
之

郷
（

跡
遺

畑
前

前
元

紀
期
前

号
称

の           
1
2
2.
C.
B

落
集

模
規
大

）
町

江
錦
（

跡
遺
崎

岩
）

町
良
串
（
跡

遺
塚

三
十
・

掘
田

町
頃

年
0
0
5
3

秦
作
稲
田

水
で
）
市
津

唐
県

賀
佐
（
跡

遺
畑

菜
）
市
ま
つ
さ

南
（
跡

遺
田
世
加
上

）
町
山
横
（
跡

遺
3

山
横

前
元
紀 5
0
0
年
頃

立
成
の

漢 
2
0
2
C.
B

2
0
2.
C.
B

る
わ
伝
ら
か

陸
大
が

器
鉄
や

器
銅

青
・

高
橋
貝
塚
（
南
さ
つ
ま
市
）

B
.C
 2
7
 ロ
ー
マ
帝
国
の
成
立

生
誕
ト
ス
リ
キ
・
ス
エ
イ 
４  

C.
B

落
集
濠
環

跡
遺
里
ヶ
野

吉
）

市
置
日
（
跡
遺
来
入

前
元
紀

代
時
生
弥

4
0
0
年
頃

吉
ヶ
崎
遺
跡
（
串
良
町
）
集
落
遺
跡
（
項
目
０
３
３
）

へ
ニ
ク
ら

か
ラ
ム
・

）
町
江

錦
（
跡
遺

口
ノ
山

紀
元
前

王
子
遺
跡
（
王
子
町
）
の
大
規
模
集
落
（
項
目
０
３
３
）

1
0
0
年
頃

（
前
漢
）

西
ノ
丸
遺
跡
（
串
良
町
）
環
濠
集
落
（
項
目
０
３
３
）

町
田
堀
遺
跡
（
串
良
町
）

A
.D
.2
5

る
れ
さ
刑
処
が
ト
ス
リ
キ 

頃
0
3

る
送
を
い
使
に
漢
後

が
王
国
奴
の
倭

）
市
ま
つ
さ
南
（

跡
遺
薗
木
松

7
5
1
0
7

倭
国
師
升
が
後
漢
に
使
い
を
送
る

2
0
0

）
漢

後
（

漢
乱
大

国
倭
半

後
紀

世
２

0
2
2

の
）
市
ま
つ
さ
南
（

跡
遺
野
津
中

2
3
9

倭
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送
る

四
堂
前
遺
跡
（
出
水
市
）

郡
三
国

）
蜀
・
呉
・

魏
（

う
戦
と

国
奴
狗

が
国
台

馬
邪

の
呼
弥

卑
る
ま
始

室
石
積

石
板
式

下
地

7
4
2

高 句
2
6
5

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
　
（
箸
墓
古
墳
　
等
）

麗

る
め

始
れ
ら

造
）
町

付
肝
（
群
墳

古
崎

塚
頃
の
こ

0
0
3

（
北
部
）

3
1
3
 コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
が
キ
リ
ス
ト
教
を

　
　
公
認
す
る

三
3
1
6

3
7
2

百
済
王
世
子
か
ら
七
支
刀
贈
ら
れ
る

韓
る
め
始

れ
ら

造
）

町
良

串
東
（

群
墳
古

人
唐

る
め

始
れ
ら

造
が
）
町

良
串
（
群
墳
古
崎

岡
、

頃
の
こ

代
時
墳

古
（
南
部
）

五
(項
目
０
３
５
，
項
目
０
３
７
）

胡
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動

3
9
1

朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
百
済
・
新
羅
を
破
り
高
句
麗

十
と
交
戦
（
～
4
0
4
）
し
た
が
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
退

六
松
ノ
尾
遺
跡
（
枕
崎
市
）

国
倭
の
五
王
が
南
朝
の
宋
に
使
い
を
送
る

高
南

句
る
れ
さ
命

任
に
」

王
国

倭
軍
将

大
東
安
「

済
王

倭
式
下

地
川

祓
や
）
町

良
串
（
群
墳
古

原
小

上
、

頃
の
こ

1
5
4

横
穴
墓
群
（
祓
川
町
）
が
造
ら
れ
始
め
る

麗
4
7
8

(項
目
０
３
５
，
項
目
０
３
７
）

北
・

る
送
を
い
使
に
宋

が
）
皇

天
略

雄
（

武
王

倭
）
市

島
児

鹿
（
跡

遺
貫
笹

百
5
5
2

百
済
王
か
ら
仏
像
と
教
典
を
送
ら
れ
る

済
朝

こ
の
頃
、
名
主
原
地
下
式
横
穴
墓
群
が
造
ら
れ
始
め
る

・
5
8
9

5
6
2

新
亡

滅
が
那

任
5
9
3

中
尾
地
下
式
横
穴
墓
群
が
造
ら
れ
始
め
る
(項
目
０
６
８
）

羅
る
な
と

政
摂

子
太
徳

聖
）
市
内

川
摩

薩
（
墳
古

岡
横

57
0頃

 マ
ホ

メ
ッ

ト
が

生
ま

れ
る

6
0
0

第
１
回
遣
隋
使
派
遣

60
0頃

 イ
ギ

リ
ス

で
ア

ン
グ

ロ
=サ

ク
ソ

ン
の

七
　

　
 王

国
時

代
が

始
ま

る
6
0
3

冠
位
十
二
階

6
0
4

十
七
条
の
憲
法

6
0
7

第
２
回
遣
隋
使
派
遣

「
日
出
づ
る
処
の
天
子
日
没
す
る
処
の
天
子
」
の
国
書

6
0
8

第
３
回
遣
隋
使
の
派
遣

「
東
の
天
皇
西
の
皇
帝
」
の
国
書
天
皇
号
の
始
ま
り

6
1
8

6
1
2

推
古
天
皇
「
馬
ナ
ラ
バ
日
向
ノ
駒
」
と
詠
じ
給
う

6
1
6

掖
久
（
屋
久
）
人
、
都
に
至
る

朝
鮮

中
国

時
代

西
暦

年
号

郷
土
の
主
な
事
項

日
本
の
主
な
事
項

鹿
児
島
県
内
の
主
な
事
項

隋

飛
鳥
時
代

唐晋漢漢

古 墳 文 化

仏
教

伝
来

イ
ス
ラ
ム
教
始
ま
る

（
6
1
0頃
）

法
隆
寺
創
建
、
小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣

飛 鳥 文 化

旧 石 器 文 化 縄 文 文 化 弥 生 文 化

名
主
原
遺
跡
（
吾
平
町
）
大
規
模
集
落

(
項
目
０
３
３
，
項
目
０
３
６
）

200



高 句
63
0

麗
使

唐
遣
回
１

第
64
5
大
化

大
化
の
改
新
、
日
本
独
自
の
年
号
使
用

・
指
江
古
墳
群
（長
島
町
）

百
66
0　
百
済
が
滅
び
る

66
3

白
村
江
の
戦
い
 唐
・新
羅
連
合
軍
に
敗
北

済 ・
66
8　
高
句
麗
滅
び
る

新
67
2

壬
申
の
乱
  
天
武
天
皇
の
政
治
が
始
ま
る

羅 67
6

67
6　
新
羅
朝
鮮
半
島
統
一

68
2

隼
人
都
に
上
る
。
大
隅
隼
人
と
阿
多
隼
人
朝
廷
に
て
相
撲
を
取
り
、
大
隅
隼
人
勝
つ

68
5

大
隅
の
直
姓
を
賜
い
忌
寸
　

70
0

肝
付
灘
波
肥
人
反
乱
　
　
　
　

70
1
大
宝
元

大
宝
律
令
が
つ
く
ら
れ
る

く
置
を

嶋
褹

多・
国
摩

薩
２

宝
大
207

建
創
師
薬
野

笠
元
銅

和
8 07

日
本
で
初
の
流
通
貨
幣
・和
同
開
珎
(わ
ど
う
か
い
ち

ん
)

71
0
和
銅
３

都
を
平
城
京
（奈
良
）に
移
す

71
3
和
銅
６

大
隅
国
が
で
き
る
疫
病
流
行
す
る

大
隅
国
風
土
記
完
成
「ｸ
ｼ
ﾗ
」の
地
名
見
え
る

(項
目
０
４
０
）

71
4
和
銅
７

豊
前
国
か
ら
20
0戸
を
移
民
現
在
の
霧
島
市
隼
人
町

八
幡
信
仰
伝
わ
る

72
0
養
老
４

大
隅
国
司
陽
候
史
麻
呂
殺
さ
れ
る
(項
目
０
３
６
）

（永
野
田
町
  
国
司
塚
）

大
伴
旅
人
が
征
隼
人
大
討
将
軍
と
な
り
、
大
隅
に
入
る

(項
目
０
３
９
）

新
唐

72
3
養
老
7

三
世
一
身
法
（さ
ん
ぜ
い
っ
し
ん
の
ほ
う
）を
施
行

土
地
の
開
墾
の
奨
励
の
た
め
。
班
田
制
が
く
ず
れ
る

羅

）
市

内
川
摩

薩（
建
創

宮
幡
八
田

新
2

亀
神
527 72
9
神
亀
6

天
平
元

長
屋
王
の
変

基
王
の
死
の
原
因
は
長
屋
王
が
呪
い
を
か
け
た
せ
い

だ
と
し
て
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
事
件

73
5
天
平
7

73
9
天
平
11

藤
原
広
嗣
の
乱

74
1
天
平
13

聖
武
天
皇
、
全
国
に
国
分
寺
や
国
分
尼
寺
建
設
の
詔

74
2
天
平
14

大
隅
大
地
震

74
3
天
平
15

墾
田
永
年
私
財
法
が
出
さ
れ
る

→
　
律
令
制
の
く
ず
れ
、
荘
園
の
発
生

聖
武
天
皇
、
大
仏
建
立
の
詔
を
発
布

75
2
天
平
勝
宝
４

東
大
寺
大
仏
が
完
成

75
3
天
平
勝
宝
５

唐
僧
 鑑
真
 秋
目
（南
さ
つ
ま
市
坊
津
町
秋
目
）に
上
陸

桜
島
大
噴
火

唐
僧
 鑑
真
 そ
の
後
、
律
宗
を
伝
え
る

75
9
天
平
宝
字
3

鑑
真
、
奈
良
に
唐
招
提
寺
を
建
立

万
葉
集
で
き
る

76
4
天
平
宝
字
８

）
島

小
分

国
市
島
霧（

る
ず

生
島
三
に

震
地
大
隅

大
震

地
大

隅
大

76
2 

バ
ク

ダ
ー

ド
が

建
設

さ
れ

る
76
6
天
平
神
護
2

76
9
神
護
景
雲
3

和
気
清
麻
呂
 笠
野
に
来
る
（説
あ
り
）

78
5
延
暦
4

日
向
国
の
百
姓
、
課
役
を
避
け
る
た
め
大
隅
、
薩
摩
両

国
へ
逃
げ
る
者
多
数

78
8
延
暦
７

霧
島
山
噴
火

79
4
延
暦
1
3

桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
平
安
京
（京
都
）に
都
が
遷
さ
れ
る

79
7
延
暦
1
6

坂
上
田
村
麻
呂
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る
。

→
蝦
夷
の
平
定
（8
02
年
）

80
0
延
暦
19

80
4
延
暦
23

最
澄
と
空
海
が
唐
に
渡
る

80
5
延
暦
24

項
事
な
主
の
内

県
島
児
鹿

項
事
な
主

の
土

郷
号
年

暦
西

73
0
天
平
２

噴
火
が
あ
り
、
大
隅
国
23
日
か
ら
28
日
ま
で
大
地
震
が
お
こ
る

 藤
原
広
嗣
の
乱
に
隼
人
参
加

大
隅
・薩
摩
の
百
姓
い
ま
だ
班
田
せ
ず

大
隅
・薩
摩
二
国
の
隼
人
調
物
を
奉
る
。
ま
た
法
楽
を
奏
す
る

世
界
の
主
な
事
項

平
安
時
代

奈
良
時
代

日
本
の
主
な
事
項

朝
鮮

中
国

  
大
隅
、
薩
摩
両
国
で
班
田
制
実
施

80
0

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
カ
ー
ル
大
帝
が
西
ロ
ー
マ
帝

国
の
帝
冠
を
受
け
る

大
風
の
た
め
日
向
・薩
摩
・大
隅
の
柵
戸
の
調
庸
免
除

飛
鳥
時
代

時
代

隼
人
の
朝
貢
終
了

・
防
人
・
水
城
・
近
江
遷
都
で
防
衛
を
固
め
る

・
日
本
の
国
号
が
定
ま
る

天 平 文 化

天天
平
文
化

「古
事
記
」
「風
土
記
」

東
大
寺

正
倉
院

唐
招
提
寺

阿
修
羅
像

四
天
王
像

「万
葉
集
」

飛 鳥 文 化
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目
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３
８
）



81
3
弘
仁
4

る
す
廃
を
牧

二
の
神
野
、
多

吉
隅

大
2
観
貞
068 86
7
貞
観
9

常
平
倉
設
置

高
須
常
平
倉
跡
（飢
饉
、
災
害
に
備
え
る
米
倉
庫
）

84
3

ベ
ル
ダ
ン
条
約
で
フ
ラ
ン
ク
王
国
３
分
さ
れ
る

87
4
貞
観
16

新
唐

 8
70
 メ
ル
セ
ン
条
約
が
結
ば
れ
る

88
2
元
慶
6

枚
開
神
社
（ひ
ら
き
き
じ
ん
じ
ゃ
）（
指
宿
市
開
聞
十
町
）

正
四
位
に
叙
位
さ
れ
る

羅

る
す
火

噴
大
が

岳
聞

開
元
和
仁
588 89
4
寛
平
6

菅
原
道
真
、
遣
唐
使
廃
止

89
5
寛
平
7

古
今
和
歌
集
が
で
き
る
 

一
統
島
半
鮮
朝
　
麗
高
　639

709
639

る
す
部
入
に
食

神
郡
島
児
鹿
、

行
兼

伴
2
和
安
969

）
り
あ
説（

城
築
を
城
本
山
高
り
移
に
山
高
、
行
兼
伴

2
観
永
489

五 代
立
建
を
寺
崇

高
に
山
高
、

行
兼

伴
3
観
永
589

96
0

う
襲
を

国
摩

薩
が
人

島
美

奄
元

延
永
79 9 10
16
長
和
4

宗
る
な
と
政
摂
、
長

道
原
藤 

10
19
寛
仁
3

 刀
伊
の
入
寇

10
20
寛
仁
4

南
蛮
賊
（南
西
諸
島
の
賊
徒
）が

薩
摩
国
襲
来
し
、
虜

掠
す
る

北 宋
10
24
万
寿
元

か
ら

10
28
長
元
元
年

10
51
永
承
6

前
九
年
の
役
（～
10
62
年
）

10
38
 西
夏
が
建
国
す
る

  
  
  
  
  
  
（～
12
27
)

10
53
永
承
8

天
喜
元

藤
原
頼
道
、
平
等
院
鳳
凰
堂
を
建
立

。
令
理

整
園
荘

り
あ
名

地
の
良
姶
大
。
す
領
を
寝

禰
、
光
頼

原
藤

元
久
延
9601 10
83
永
保
3

後
三
年
の
役
（～
10
87
年
）

10
86
応
徳
3

軍
字

十
回
１

第
　6901

る
め
始
を
政

院
、
皇
上
河
白

11
05
長
治
2

藤
原
清
衡
が
平
泉
に
中
尊
寺
金
色
堂
を
建
て
る

11
33
長
承
2

鳥
羽
上
皇
、
坊
津
の
一
乗
院
龍
厳
寺
の
寺
号
を
名
付

け
た
と
い
う

11
34
長
承
3

鳥
羽
上
皇
、
一
乗
院
を
根
来
寺
（和
歌
山
県
岩
出
市
）

の
別
院
に
し
御
願
所
に
し
た
と
い
う

高

11
56
保
元
元

保
元
の
乱
 →
 崇
徳
上
皇
vs
後
白
河
天
皇

　
後
白
河
天
皇
勝
利

麗
10
54
 キ
リ
ス
ト
教
会
が
東
西
に
分
裂
す
る

11
59
平
治
元

平
治
の
乱
 →
 平
清
盛
vs
源
義
朝

　
平
氏
の
勝
利

11
67
仁
安
2

平
清
盛
、
太
政
大
臣
と
な
る

10
66
 ノ
ル
マ
ン
人
が
イ
ギ
リ
ス
に
ノ
ル
マ
ン

　
　
　
朝
を
開
く

る
す
営
造

年
翌
、
し
上
炎
宮

幡
八

正
隅
大

5
治
寛
19 01 11
12
天
永
3

大
隅
権
大
掾
 建
部
頼
親
 没
す
霧
島
神
火
あ
る

 

11
64
長
寛
2

冨
山
氏
、
禰
寝
北
俣
院
（西
俣
町
）に
土
着

肝
付
兼
俊
、
九
城
院
（串
良
町
）、
救
仁
院
（大
崎
町
）を

領
す
る

11
65
長
寛
3

北
原
兼
幸
、
北
原
城
（串
良
町
）に
拠
る

源
為
朝
、
琉
球
に
至
る
と
伝
え
る

る
れ
さ

流
配
に）

島
黄
硫（

島
界
鬼
が
ら

寛
俊
僧

元
承
治
7711 11
85
元
暦
2

文
治
元

図
師
家
初
代
維
永
追
善
宝
塔
建
つ
、
一
石
五
輪
塔

（輝
北
町
）

惟
宗
忠
久
（島
津
忠
久
）が
島
津
荘
下
司
職
に
任
ぜ
ら

れ
る

壇
ノ
浦
の
戦
い
→
平
氏
滅
亡

守
護
・地
頭
の
設
置

進
寄
に

家
衛
近
を
荘
作

伊
と
荘

置
日
が

澄
重

平
3
治
文
7 811

る
げ

平
を
島

界
喜
、

影
遠

野
天
行

奉
西

鎮
4

治
文
8811 11
89
文
治
5

奥
州
合
戦
に
よ
り
奥
州
藤
原
氏
滅
亡

11
90
文
治
6年

建
久
元
年
冨
山
二
郎
太
夫
、
姶
良
（吾
平
町
）・
大
姶
良
（大
姶
良

町
）を
領
す

大
隅
・薩
摩
に
蝗
（イ
ナ
ゴ
）の
害
と
大
風
災
害
の
た
め
祖
調
を
免
除

項
事
な

主
の

界
世

国
中

鮮
朝

項
事
な

主
の
本

日
項

事
な

主
の
内
県

島
児

鹿
項

事
な

主
の

土
郷

号
年

暦
西

代
時

開
聞
岳
が
大
噴
火
す
る
（噴
火
に
よ
る
噴
出
物
の
堆
積
層
は
紫
コ
ラ
と
呼
ば
れ
る
）

平
安
時
代

大
宰
大
監
 平
秀
基
、
島
津
荘
を
開
発
す
る

関
白
 藤
原
頼
道
に
寄
進

摂 関 政 治 が 始 ま る

かか
な
も
じ

発
達

「古
今
和
歌
集
」

「枕
草
子
」

国 風 文 化

武
士
の
台
頭

金

11
27
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11
92
建
久
3

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

11
96
建
久
７

禰
寝
小
太
郎
義
時
、
大
姶
良
（大
姶
良
町
）を
領
す

島
津
忠
久
、
山
門
院
に
入
る

10
96
 第
一
回
の
十
字
軍
遠
征
が
は
じ
ま
る

11
97
建
久
８

薩
、
隅
、
日
の
三
州
「建
久
図
田
帳
」成
立

鹿
屋
院
八
十
五
町
九
反
、
西
俣
二
十
四
町
六
反
と
あ

り
、
こ
の
中
に
姶
良
（吾
平
）・
西
俣
・百
引
・市
成
の
名
も
見

12
11
建
暦
元

肝
付
兼
広
、
鹿
屋
弁
済
使
と
な
る

12
02
 第
4回
の
十
字
軍
遠
征
は
じ
ま
る

12
21
承
久
3

承
久
の
乱
 →
後
鳥
羽
上
皇
vs
北
条
義
時

　
幕
府
軍
の
勝
利
。

12
15
 イ
ギ
リ
ス
で
マ
グ
ナ
=カ
ル
タ
(大
憲
章
)が

　
　
 　
制
定
さ
れ
る

12
32
貞
永
元

北
条
泰
時
が
御
成
敗
式
目
が
制
定

12
44
寛
元
2

伴
兼
賢
、
鹿
屋
弁
済
使
と
な
る

る
来
に
院
来

入
、

氏
谷
渋

元
治
宝
7 421 12
52
建
長
4

肝
付
千
寿
王
丸
、
鹿
屋
弁
済
使
と
な
る

成
完
著
覚
仙」

釈
注
集

葉
万「 96 21

る
な
と
使
済

弁
屋
鹿
、

兼
実

付
肝

元
長

弘
162 1

国
建

元
が
イ
ラ
ビ
フ  1721

る
ず

命
を
住
移

州
九
の

人
家

御
東
関

る
ま
始
争

紛
職

使
済

弁）
目

子
獅（

女
々
志

8
永

文
1721 12
72
文
永
9

肝
付
実
包
、
鹿
屋
弁
済
使
と
な
る

12
74
文
永
11

文
永
の
役
（元
寇
１
回
目
）

12
75
建
治
元

日
向
、
大
隅
、
薩
摩
は
冬
三
か
月
間
、
九
州
警
固
に
当

た
る

問
訪
を

都
の

元
が
ﾛ
ｰﾟ
ﾎ=

ｺ
ﾙ
ﾏ  5721

高
る
た
あ
に

護
警

国
異
て
し
国

下
に

摩
薩
、
経

久
津

島

12
76
建
治
2

名
越
時
章
、
肝
付
郡
地
頭
職
、
高
山
・串
良
・鹿
屋
方

面
を
徐
々
に
侵
略
す
る

麗
12
79
  
南
宋
滅
び
る

12
81
弘
安
4

肝
付
実
兼
、
鹿
屋
院
弁
済
使
に
再
度
任
ぜ
ら
れ
る

肝
付
兼
石
元
寇
で
、
大
奮
戦
す
る

島
津
久
経
が
元
寇
の
た
め
出
陣

弘
安
の
役
（元
寇
２
回
目
）

12
84
弘
安
7

佐
々
木
乗
綱
、
西
俣
を
領
す
る

12
93
永
仁
元

幕
府
初
め
て
鎮
西
探
題
を
置
き
、
北
条
兼
時
を
任
ず
る

12
97
永
仁
5

永
仁
の
徳
政
令
が
出
さ
れ
る

12
98
永
仁
6

沙
弥
観
阿
、
鹿
屋
弁
済
使
と
な
る

13
17
文
保
元

幕
府
両
統
迭
立
を
朝
廷
に
提
案
す
る
（文
保
の
和
談
）

 1
29
9 
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
が
興
る

る
き
で
が
図
絵
分
中
地
下
の
郷
北
置
日

元
中
正
4231 13
25
正
中
2

吾
平
阿
弥
陀
山
の
板
碑
。
肝
付
郡
地
頭
代
盛
貞
、
肝

付
兼
藤
を
殺
害
す
る

13
26
嘉
暦
元

志
々
女
（獅
子
目
）紛
争
続
く

13
28
嘉
暦
3

高
須
板
碑
一
号

13
30
元
徳
2

鹿
屋
院
雑
掌
、
兼
信
訴
状
（地
頭
と
の
紛
争
事
件
）

13
31
元
弘
元

元
弘
の
変

 後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
に
流
さ
れ
る

13
32
元
弘
2

高
須
板
碑
三
号
、
翌
年
作
三
基
あ
り
る
大
姶
良
竜
翔
寺

こ
の
頃
創
建
か

13
33
元
弘
3

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

13
34
建
武
元

建
武
の
新
政
が
お
こ
な
わ
れ
る

13
35
建
武
2

13
36

延
元
元
5

(南
朝
)

建
武
3

(北
朝
)

肝
付
兼
重
、
高
城
に
義
兵
を
挙
げ
南
朝
に
尽
く
す

畠
山
直
顕
、
日
向
・大
隅
方
面
に
至
り
肝
付
氏
討
つ

野
上
田
時
盛
、
島
津
貞
久
の
命
に
よ
り
肝
付
氏
を
攻
め

加
世
田
ヶ
城
を
陥
れ
る
、
百
引
地
頭
代
官
職
と
な
る

後
醍
醐
天
皇
が
吉
野
に
移
る
（南
北
朝
の
分
裂
）

13
36
イ
ン
ド
に
ヴ
ィ
ジ
ャ
ナ
ガ
ル
朝
が
成
立

13
38
延
元
3

暦
応
元

足
利
尊
氏
 征
夷
大
将
軍
と
な
り
、

京
都
に
室
町
幕
府
を
開
く

13
37

英
仏
間
で
百
年
戦
争
の
開
始

13
39
延
元
4

暦
応
2

畠
山
直
顕
、
日
向
守
護
代

肝
付
秋
兼
、
一
ノ
谷
に
出
陣
す
る
。
日
向
高
城
陥
落
、

碇
山
城
攻
撃
、
長
谷
山
合
戦

世
界
の
主
な
事
項

元国
中

鮮
朝

項
事
な

主
の
本

日
項
事
な
主

の
内

県
島
児

鹿
項

事
な

主
の
土

郷
号
年

暦
西

代
時

鎌
倉
時
代

12
79

金

室 町 文 化鎌 倉 文 化

鎌鎌
倉
文
化

鎌
倉
新
仏
教

東
大
寺
金
剛
力
士
像

「
新
古
今
和
歌
集
」

「
平
家
物
語
」

室 町 時 代

南 北 朝 時 代
室
町
文
化

能
狂
言

金
閣

書
院
造
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1
3
4
0
興
国
元

暦
応
3

建
創
を
寺

慈
大
、
仲

頼
井

楡
死
戦
に
城
高
、
永
兼
屋
鹿

1
3
4
2
興
国
3

康
永
元

南
朝
征
西
大
将
軍
懐
良
親
王
、
薩
摩
津
に
着
き
島
津

貞
久
を
谷
山
で
破
る

1
3
4
1

イ
ギ
リ
ス
議
会
が
上
下
両
院
に
分
か
れ
る

1
3
4
8
正
平
3

貞
和
4

足
利
直
義
が
島
津
貞
久
に
、
畠
山
直
顕
と
協
力
し
て
宮

方
の
南
軍
を
討
つ
事
を
命
じ
る

楠
木
正
行
が
河
内
四
条
畷
で
戦
死

高
元

1
3
5
0
正
平
５

観
応
元

乱
の

巾
紅
で

国
中 
1
5
3
1

麗
る
じ

命
を

伐
討

冬
直

利
足
に
氏

津
島

が
氏

尊
利

足

1
3
5
2
正
平
７

文
和
元

大
姶
良
城
回
復
。
六
、
七
年
頃
肝
付
兼
重
陣
中
に
病
死

1
3
5
3
正
平
8

文
和
2

楡
井
頼
仲
、
木
谷
城
に
拠
る
。
長
谷
山
合
戦

1
3
5
4
正
平
9

文
和
3

鹿
屋
一
ノ
谷
城
陥
落
。
楡
井
頼
仲
、
高
岳
城
に
拠
る

1
3
6
2
正
平
1
7

康
安
2

貞
治
元

島
津
氏
久
、
大
姶
良
城
（
大
姶
良
町
）
拠
る

こ
の
頃
倭
寇
盛
ん
に
行
わ
れ
る

北
原
城
（
串
良
町
）
落
ち
る

1
3
6
8
正
平
2
3

貞
治
7

応
安
元

足
利
義
満
が
３
代
将
軍
に
な
る

1
3
6
8

1
3
6
8
 元
が
滅
び
、
明
が
建
国

1
3
7
1
応
安
4

建
徳
2

今
川
貞
世
が
九
州
探
題
と
な
り
赴
任

1
3
6
9

中
央
ア
ジ
ア
に
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
が
興
る

1
3
7
7
永
和
3

天
授
3

北
郷
誼
久
、
今
川
満
範
に
都
城
を
包
囲
さ
れ
戦
う

島
津
氏
久
が
援
軍
を
お
く
り
今
川
軍
を
破
る

1
3
7
8
 ロ
ー
マ
教
会
が
分
裂

1
3
8
2
弘
和
2

永
徳
2

1
3
9
2
元
中
9

明
徳
3

立
成

が
鮮

朝
氏
李
、
び

滅
が

麗
高 
2
9
3
1

明
2
9
3
1

一
統

の
朝

北
南

す
と
山

開
を

梁
真
屋

石
、
て

建
を
寺

昌
福
が

久
元

津
島

元
永
応
4
9
3
1

る
す

還
召
世

貞
川
今
題

探
州
九
、

府
幕

銘
体
神

の
）
町
川
祓
（
社
神

山
戸

瀬
2

永
応
5
9
3
1 1
3
9
7
応
永
4

足
利
義
満
が
京
都
の
北
山
に
金
閣
寺
を
建
て
る

→
北
山
文
化

1
3
9
8
応
永
5

高
隈
一
ノ
宮
神
社
創
建
（
高
隈
町
）

。
立

樹
交
国
と
明

落
陥

城
田

鶴
け

受
を

撃
攻

の
家
四
谷
渋
、
成

重
田

鶴
8

永
応
1
0
4
1

）
始
開
易

貿
合

勘
（

始
開
を
易

貿
明
日

が
満
義

利
足

命
任
に

護
守
の
隅

大
・

向
日
を

久
元

津
島
、

府
幕

1
1

永
応
4
0
4
1 1
4
1
1
応
永
1
8

平
田
重
宗
、
串
良
地
頭
（
串
良
、
高
隈
）

肝
付
兼
元
、
鹿
屋
忠
兼
を
鹿
屋
に
攻
め
る

1
4
1
3
応
永
2
0

佐
々
木
氏
、
西
俣
よ
り
指
宿
大
山
村
に
移
る

禰
寝
清
平
、
西
俣
を
領
す
る

1
4
2
6
応
永
3
3

鹿
屋
玄
兼
、
郷
社
田
貫
神
社
へ
鐘
奉
納

揆
一
土

の
長
正

）
兼

玄
屋
鹿
（
札

棟
の
現

権
野

熊
元

長
正
8
2
4
1 1
4
2
9
正
長
2

永
享
元

尚
巴
志
 が
、
北
山
・
中
山
・
南
山
を
統
一
し
、

琉
球
王
国
を
建
国

1
4
3
2
永
享
4

薩
摩
、
大
隅
の
農
民
疲
弊
甚
だ
し
く
一
揆

島
津
忠
国
の
時
に
、
国
一
揆
お
こ
る

６
代
将
軍
義
教
が
、
明
と
の
国
交
を
回
復

1
4
6
7
応
仁
元

応
仁
の
乱
お
こ
る
（
1
4
6
7
か
ら
1
4
7
7
）

1
4
5
3
 東
ロ
ー
マ
帝
国
(ビ
ザ
ン
ツ
)帝
国
が
オ
ス

  
  
  
  
マ
ン
･ト
ル
コ
に
滅
ぼ
さ
れ
る

火
噴

島
桜

3
明
文
1
7
4
1

 1
4
5
5
 イ
ギ
リ
ス
で
ば
ら
戦
争
が
始
ま
る

(～
1
4
8
5
)

現
出
）

島
燃
（
島

向
、
火
噴

大
島

桜
8

明
文
6
7
4
1

る
れ

か
招
に
島

児
鹿

が
師

禅
庵

桂
0
1

明
文
8
7
4
1

1
4
7
9
 ス
ペ
イ
ン
王
国
が
成
立

1
4
9
8
明
応
7

南
の
虚
空
蔵
菩
薩
銘

1
4
9
2
 コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
到
達

1
4
9
8
 バ
ス
コ
＝
ダ
＝
ガ
マ
が
イ
ン
ド
に
到
達

1
5
1
0
永
正
7

こ
の
頃
、
薩
・
隅
・
日
三
州
大
い
に
乱
れ
る

1
5
1
3
 ス
ペ
イ
ン
人
の
バ
ル
ボ
ア
が
太
平
洋
を

  
  
  
  
発
見
す
る

1
5
2
0
永
正
1
7

肝
付
兼
興
、
平
山
近
久
を
串
良
鶴
亀
城
を
攻
め
る

1
5
1
7
 宗
教
改
革
始
ま
る

1
5
2
1
大
永
元

島
津
忠
朝
（
飫
肥
）
、
鹿
屋
城
を
攻
撃
、
鹿
屋
原
に
大
敗

す
る

1
5
1
9
 マ
ゼ
ラ
ン
が
世
界
周
航
に
出
発
す
る

1
5
2
1
 ス
ペ
イ
ン
人
の
コ
ル
テ
ス
が
ア
ス
テ
カ
を

  
  
  
  
滅
ぼ
し
て
メ
キ
シ
コ
を
征
服
す
る

1
5
2
4
大
永
4

肝
付
兼
興
、
串
良
鶴
亀
城
を
攻
略
す
る
。
島
津
忠
吉
戦

死
す
る

1
5
2
7
大
永
7

肝
付
兼
続
、
阿
南
と
結
婚
す
る

島
津
勝
家
、
貴
久
に
家
督
を
譲
る

朝
鮮

中
国

世
界
の
主
な
事
項

項
事
な
主

の
本
日

項
事
な

主
の
内

県
島

児
鹿

項
事
な
主

の
土

郷
号

年
暦
西

代
時

南 北 朝 時 代

室 町 時 代

朝 鮮 王 朝

室 町 文 化

室室
町
文
化

銀
閣

水
墨
画

御
伽
草
子

戦 国 時 代
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目
０
４
２
）



15
34
天
文
3

肝
付
兼
続
、
西
俣
城
を
奪
回
す
る
。
打
馬
春
日
神
社
の

棟
札

15
33
 イ
ン
カ
帝
国
が
滅
び
る

15
34
 イ
エ
ズ
ス
会
が
で
き
る

15
38
天
文
7

肝
付
兼
続
、
百
引
、
平
房
、
大
崎
、
野
卸
、
安
楽
、
蓬

原
、
恒
吉
城
を
攻
略
す
る

15
41
天
文
10

大
隅
半
島
の
諸
豪
清
水
城
に
会
す

樺
山
幸
久
を
生
別
府
城
（加
治
木
町
小
浜
）に
攻
め
、

兼
続
、
貴
久
に
協
力
す
る

15
41
 カ
ル
ビ
ン
が
ス
イ
ス
で
宗
教
改
革
を
行
う

15
42
天
文
11

禰
寝
勢
と
鹿
屋
原
に
戦
う

北
郷
忠
孝
鹿
屋
侵
入
を
破
る

兼
続
再
び
高
岳
城
を
と
る

川
越
丹
後
守
重
実
入
道
玄
忠
加
世
田
ヶ
城
主
と
な
る

15
43
天
文
12

明
の
倭
寇
船
種
子
島
漂
着
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
鉄
砲
を
伝

え
る

15
43
 コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
地
動
説
を
発
表

15
44
天
文
13

兼
続
、
市
成
城
・安
楽
城
を
攻
略

伊
東
氏
飫
肥
に
侵
入
。
兼
続
、
大
崎
城
を
回
復
す
る

明

15
45
天
文
14

兼
続
、
禰
寝
、
島
津
氏
（飫
肥
）と
戦
う

西
俣
、
野
里
大
崎
城
を
と
る

島
津
一
族
有
力
者
が
集
ま
り
、
貴
久
を
三
州
守
護
に
推

戴
を
決
議

15
46
天
文
15

同
じ
く
大
姶
良
、
蓬
原
城
回
復
す
る

15
49
天
文
18

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
=ザ
ビ
エ
ル
鹿
児
島
に
来
て
キ
リ
ス
ト
教
を

伝
え
る

立
建
堂
拝

礼
に
内
城
丸
鶴

の
来
市
東

91
文
天
05 51 15
51
天
文
20

15
51
 オ
ラ
ン
ダ
人
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領

15
60
永
禄
3

織
田
信
長
、
今
川
義
元
を
尾
張
の
桶
狭
間
に
破
る

る
来
に
根
久
阿
り
よ
後
豊
、
ダ
イ
メ
ル
ア
師
教
宣

4
禄
永
1651 15
66
永
禄
9

15
66
 イ
ス
パ
ニ
ア
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
占
領

す
落
を
城
越

馬
め

攻
を
氏

刈
菱
、

弘
義
津
島

01
禄
永
7651

15
68
 オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
が
始
ま
る

る
破
を
氏
東
伊
に
い

大
で
い

戦
の

原
崎

木
、
弘

義
津
島

3
亀
元
275 1

ぶ
滅
が
府

幕
町

室
る
め
攻
を
城
俣
西
、
津

島
月
１

元
正
天
37 51

3 751

15
77
天
正
5

南
愛
宕
神
社
創
建
（南
町
）

串
良
地
頭
島
津
忠
長
、
姶
良
（吾
平
）地
頭
伊
地
知
重

秀
と
な
る

島
津
義
弘
、
日
向
飫
肥
の
伊
東
義
祐
を
攻
め
る
。
伊
東

義
祐
、
豊
後
の
大
友
に
走
る

15
78
天
正
6

大
友
義
鎮
兵
10
万
で
日
向
の
高
城
を
攻
め
る
が
義
久

に
よ
っ
て
敗
北
。
島
津
勢
さ
ら
に
追
撃
し
、
耳
川
の
戦
い

で
こ
れ
を
潰
滅
す
る

15
79
天
正
7

串
良
地
頭
島
津
忠
長
、
高
須
を
領
す

15
79
 イ
ギ
リ
ス
人
が
始
め
て
イ
ン
ド
に
到
達

15
82
天
正
10

肥
前
有
馬
晴
信
、
竜
造
寺
隆
信
に
攻
め
ら
れ
島
津
氏

に
援
助
を
請
う

大
友
宗
麟
、
大
村
純
忠
、
有
馬
晴
信
ら
が
　
天
正
遣
欧

少
年
使
節
を
派
遣
す
る

本
能
寺
の
変
  
  
  
 山
崎
の
戦
い

豊
臣
秀
吉
、
太
閤
検
地
を
開
始
す
る

15
81
 オ
ラ
ン
ダ
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立

15
83
天
正
11

賤
ヶ
岳
の
戦
い

豊
臣
秀
吉
、
大
阪
城
を
築
く

15
84
天
正
12

島
津
家
久
、
有
馬
氏
と
と
も
に
竜
造
寺
隆
信
の
兵
6万

余
と
島
原
に
戦
い
、
隆
信
を
滅
ぼ
す

三
州
の
検
地
大
口
（伊
佐
市
）よ
り
始
ま
る

15
85
天
正
13

秀
吉
、
四
国
平
定

豊
臣
秀
吉
、
関
白
に
な
る

15
87
天
正
15

秀
吉
薩
摩
に
入
る
。
義
久
、
川
内
泰
平
寺
で
秀
吉
に
降

伏
。
兄
義
久
は

薩
摩
、
弟
義
弘
は
大
隅
を
安

堵
さ
れ
る
秀
吉
、
九
州
平
定

豊
臣
秀
吉
、
バ
テ
レ
ン
追
放
令
を
出
す

15
88
天
正
16

刀
狩
が
行
わ
れ
る

15
88
イ
ギ
リ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
や
ぶ
る

15
90
天
正
18

小
田
原
の
役
 豊
臣
軍
と
北
条
軍
戦
う

→
豊
臣
軍
の
勝
利

豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一
す
る

15
92
天
正
20

文
禄
元

大
姶
良
地
頭
伊
集
院
三
河
守
殺
さ
れ
る

奥
州
平
定

文
禄
の
役
（朝
鮮
出
兵
）

15
94
文
禄
3

近
衛
信
輔
　
鹿
屋
に
来
る
説
あ
り

15
95
文
禄
4

島
津
久
信
、
鹿
屋
を
領
す
、
高
隈
、
細
川
幽
斎
の
所
領

と
な
る

伊
集
院
忠
棟
「市
成
、
百
引
等
」秀
吉
よ
り
８
万
石
与
え

ら
れ
る

15
95
 オ
ラ
ン
ダ
人
が
ジ
ャ
ワ
島
に
到
達

15
97
慶
長
2

安
養
寺
創
建
（向
江
町
）

慶
長
の
役
（朝
鮮
出
兵
）

15
98
慶
長
3

豊
臣
秀
吉
死
去

中
国

世
界
の
主
な
事
項

時
代

西
暦

年
号

郷
土
の
主
な
事
項

鹿
児
島
県
内
の
主
な
事
項

日
本
の
主
な
事
項

朝
鮮

室 町 文 化

戦 国 時 代

室 町 時 代

安 土 桃 山 時 代

朝 鮮 王 朝

安安
土
桃
山
文
化

狩
野
永
徳

茶
の
湯

安
土
城

大
阪
城

安 土 桃 山 文

中
国

世
界
の
主
な
事
項

時
代

西
暦

年
号

郷
土
の
主
な
事
項

鹿
児
島
県
内
の
主
な
事
項

日
本
の
主
な
事
項

朝
鮮
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15
99
慶
長
4

高
隈
中
津
神
社
　
細
川
藤
孝
銘
、
敷
根
頼
幸
高
隈
地

頭
に
な
る

16
00
慶
長
5

関
ヶ
原
の
戦
い

16
03
慶
長
8

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
江
戸
幕
府
を
開
く
。

16
04
 フ
ラ
ン
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
作
る

攻
侵
に
球

琉
氏
津
島

41
長

慶
9061 16
14
慶
長
19

島
津
筑
前
守
藤
原
久
頼
市
成
を
領
す
（土
岐
氏
）

百
引
郷
建
設
さ
る

大
坂
冬
の
陣

16
15
慶
長
20

大
坂
夏
の
陣
 →
豊
臣
氏
滅
亡

禁
中
並
公
家
諸
法
度
を
制
定

16
16

16
23
元
和
9

徳
川
家
光
が
三
代
将
軍
と
な
る
。

16
24
寛
永
元

高
牧
繁
昌
の
た
め
近
戸
宮
三
所
権
現
（瀬
戸
山
神
社

祓
川
町
）棟
札
と
祈
願
文

ス
ペ
イ
ン
船
の
来
航
を
禁
止
 

る
め

定
を

制
の

改
札

手
門

宗
て
め
初

21
永

寛
5361

武
家
諸
法
度
が
制
定
さ
れ
る

参
勤
交
代
の
制

16
36
 中
国
の
後
金
が
国
号
を
大
清
国
と
改
め
る

16
37
寛
永
14

島
津
氏
、
軍
を
獅
子
島
に
派
遣
し
島
原
・天
草
一
揆
に

備
え
る

清
）
揆
一

草
天・

原
島（ 

乱
の
原

島

16
39
寛
永
16

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
禁
止

鎖
国
の
完
成
（～
18
54
年
ま
で
）

16
45
正
保
1年

鹿
屋
直
轄
領
と
な
り
福
屋
伊
賀
地
頭
と
な
る

16
44
 清
が
中
国
を
支
配
す
る

16
64
寛
文
4

串
良
用
水
路
完
成

16
65
寛
文
5

祓
川
楠
原
板
碑

16
88
 イ
ギ
リ
ス
で
名
誉
革
命
が
お
こ
る

16
89
 イ
ギ
リ
ス
で
権
利
の
章
典
が
公
布
さ
れ
る

16
92
元
禄
5

高
須
庚
申
塔
、
南
山
薬
師
堂
境
内
庚
申
供
養
碑
銘

17
05
宝
永
2

島
津
内
蔵
、
百
引
地
頭
と
な
る

前
田
利
右
衛
門
、
甘

藷
を
琉
球
か
ら
山
川
に
移
植
す
る

17
16
享
保
元

霧
島
山
の
2回
の
噴
火
で
田
畑
埋
没
（輝
北
町
）

9月
に
霧
島
山
噴
火
、
12
月
に
再
噴
火

徳
川
吉
宗
が
八
代
将
軍
と
な
り
、
享
保
の
改
革
が
始
ま

17
24
享
保
9

花
岡
島
津
始
ま
る
。
木
谷
、
白
水
、
古
里
、
野
里
、
六
百

17
33
享
保
18

白
木
鹿
倉
鉛
鉱
試
掘

17
37
元
文
2

牧
内
鉱
山
試
掘
（郷
之
原
銅
山
）

る
け
受
を
命

幕
の

伝
手

事
工
水

治
川
曽
木

3
暦
宝
35 71 17
55
宝
暦
5

宝
暦
飢
饉
お
こ
る
。
祓
川
中
野
稲
荷
銘

木
曽
川
治
水
工
事
総
奉
行
平
田
靭
負
正
輔
、
自
刃

17
72
明
和
9

安
永
元

川
東
庚
申
像
銘

明
和
の
大
火

田
沼
意
次
、
老
中
に
な
る

17
65
 イ
ギ
リ
ス
の
ワ
ッ
ト
が
蒸
気
機
関
を
改
良

  
  
  
  
す
る

17
73
安
永
２

聖
堂
及
び
武
芝
稽
古
館
創
設
命
令

医
学
館
建
設
着
手

17
75
 ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
が
始
ま
る
(～
83
)

17
76
 ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
が
出
さ
れ
る

17
82
天
明
2

天
明
の
大
飢
饉
（～
17
88
年
）

17
87
天
明
7

松
平
定
信
、
老
中
に
な
る

寛
政
の
改
革
が
始
ま
る

17
89
 フ
ラ
ン
ス
革
命
お
こ
る

17
89
 ワ
シ
ン
ト
ン
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任

  
  
  
 す
る

17
92
寛
政
4

ロ
シ
ア
使
節
の
ラ
ク
ス
マ
ン
が
根
室
に
到
着

18
08
文
化
5

秩
父
季
保
、
樺
山
久
信
ら
自
刃
を
命
ぜ
ら
れ
る
（近
思

緑
崩
れ
、
文
化
朋
党
事
件
、
始
ま
る
）

る
な
に
帝

皇
が
ン
オ
レ
ポ
ナ  4 081 

る
す

検
探
を

太
樺
、
蔵

林
宮

間

封
襲

興
斉
し

居
隠
が

宣
斉
津
島

6
化

文
9081 18
16
文
化
13

幕
府
か
ら
美
濃
、
伊
勢
、
尾
張
の
治
水
工
事
負
担
金
7

万
76
64
両
を
課
せ
ら
れ
る

む
拒
を
し

出
し

貸
の

切
一
に

藩
摩

薩
ら

主
銀
阪
大

2
政
文
91 81 18
24
文
政
7

鹿
屋
名
勝
誌
報
告
戸
数
1,
14
5戸
・人
口
6,
18
0人
、
三

州
の
人
口
64
6,
92
5人

イ
ギ
リ
ス
人
、
宝
島
に
上
陸

18
25
文
政
8

異
国
船
打
払
令
が
出
さ
れ
る

18
27
文
政
10

藩
積
50
0万
両
に
及
び
、
重
豪
、
調
所
広
郷
に
藩
の
財

政
改
革
を
命
じ
る

18
33
天
保
4

天
保
の
大
飢
饉
（～
18
39
年
）

18
36
天
保
7

幕
府
へ
謝
恩
と
し
て
金
10
万
両
を
納
め
る
。
調
所
広

郷
、
大
阪
商
人
に
対
し
藩
積
25
0年
賦
償
還
法
を
実
施

18
37
天
保
8

横
山
村
名
頭
伝
太
郎
篤
行
者
と
し
て
褒
賞

ア
メ
リ
カ
船
モ
リ
ソ
ン
号
山
川
沖
に
あ
ら
わ
れ
る

大
塩
平
八
郎
の
乱

18
41
天
保
12

老
中
水
野
忠
邦
天
保
の
改
革
を
始
め
る
（～
18
43
）

18
44
弘
化
元

市
成
栗
毛
の
名
が
つ
く
（市
成
産
名
馬
）

フ
ラ
ン
ス
艦
ア
ル
ク
メ
ー
ル
号
那
覇
に
あ
ら
わ
れ
、
通

信
、
貿
易
、
布
教
を
求
め
、
宣
教
師
フ
ォ
カ
ー
ド
を
留
め

18
51
嘉
永
4

斉
興
隠
居
し
、
斉
彬
が
襲
封
す
る
。
製
煉
所
わ
設
け
、

反
射
炉
雛
型
を
建
て
る

手
着
に

造
建
船

砲
大
球
琉

6
永

嘉
358 1

ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
長
崎
に
来
航

18
61
 ア
メ
リ
カ
で
南
北
戦
争
が
始
ま
る
(～
65
)

項
事
な

主
の

界
世

国
中

鮮
朝

項
事
な

主
の

本
日

項
事
な

主
の

内
県
島

児
鹿

項
事
な
主

の
土
郷

号
年

暦
西

代
時

明

朝 鮮 王 朝

江 戸 時 代

206

（
項
目
０
４
２
）



18
54
安
政
元

西
洋
型
伊
呂
波
丸
竣
工
、
琉
球
大
砲
船
を
改
装
し
、
昇

平
丸
と
す
る

幕
府
、
日
米
和
親
条
約
締
結
・日
英
和
親
条
約
締
結
・

日
露
和
親
条
約
締
結

[1
2/
23
]安
政
東
海
地
震
（M
8.
4）
発
生

[1
2/
24
]安
政
南
海
地
震
（M
8.
5）
発
生

結
締

約
条
親

和
蘭

日
、

府
幕

上
献
に

府
幕
を

丸
平
昇

2
政

安
5581 18
57
安
政
4

磯
邸
内
施
設
を
集
成
館
、
城
内
花
園
跡
製

煉
所
を
開

物
館
と
改
称

18
57
 イ
ン
ド
で
セ
ポ
イ
の
乱

18
58
安
政
5

斉
彬
、
天
保
山
に
砲
術
操

煉
を
閲
し
帰
途
発
病
、
急
逝

僧
月
照
と
西
郷
隆
盛
、
錦
江
湾
に
入
水
す
る
島
津
忠
義

藩
主
と
な
る

幕
府
、
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結

安
政
の
大
獄
(～
18
59
)

18
58
 イ
ギ
リ
ス
が
ム
ガ
ル
帝
国
を
滅
ぼ
し
、

  
  
  
  
イ
ン
ド
を
併
合

る
れ
さ

流
に
島

大
盛

隆
郷
西

6
政

安
9581

変
の
外
門

田
桜

加
参

門
衛
左

治
村

有
に

変
の
外

門
田
桜

元
延

万
068 1 18
62
文
久
2

島
津
久
光
が
兵
数
千
余
人
を
率
い
て
上
京
し
、
公
武
合

体
運
動
を
進
め
、
勅
旨
を
補
佐
し
江
戸
に
下
り
幕
政
改

革
を
行
う

寺
田
や
事
件
が
起
こ
る

久
光
の
従
士
ら
が
イ
ギ
リ
ス
人
を
殺
傷
す
る
（生
麦
事

件
）

）56 
～（

争
戦

北
南
で
カ
リ
メ
ア 1681

件
事

麦
生

18
63
文
久
3

薩
英
戦
争
起
こ
る

長
州
に
か
わ
り
薩
摩
藩
が
宮
中
警
備
に
つ
く

（八
．
一
八
の
政
変
）

薩
摩
藩
と
英
国
の
和
議
成
立

（5
月
）下
関
事
件

 →
 長
州
藩
が
ア
メ
リ
カ
/フ
ラ
ン
ス
/オ
ラ
ン
ダ
の
船
を

砲
撃
す
る

（6
月
）高
杉
晋
作
、
奇
兵
隊
を
創
設
す
る

（7
月
）薩
英
戦
争

（8
月
）八
月
十
八
日
の
政
変

清

18
64
元
治
元

禁
門
の
変

第
一
次
長
州
戦
争
の
出
動
を
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ
る

第
一
次
長
州
戦
争
お
こ
る

四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
お
こ
る

18
65
慶
応
元

萩
塚
移
住
始
ま
る
。

第
二
次
長
州
戦
争
の
出
動
の
幕
命
あ
り
薩
摩
藩
は
再

征
不
可
を
主
張

第
二
次
長
州
戦
争
お
こ
る

18
66
慶
応
2

薩
長
同
盟
約
す

パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
施
設
出
発

18
67
慶
応
3

高
牧
の
廃
止
。
笠
野
原
よ
り
萩
塚
移
住
終
る
、
80
戸
・

35
0人
吾
平
山
上
陵
御
調
査

薩
長
土
三
藩
士
が
王
政
復
古
を
協
議
す
る

薩
長
に
倒
幕
の
密
勅
下
る

徳
川
慶
喜
、
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
請
う

王
政
復
古
の
大
号
令
が
出
さ
れ
る

18
67
 ア
メ
リ
カ
が
ロ
シ
ア
か
ら
ア
ラ
ス
カ
を
買
収

18
68
明
治
元

戊
辰
戦
争
に
従
軍
。
鹿
屋
半
隊
長
　
前
田
佐
左
衛
門
、

大
姶
良
半
隊
長
　
川
上
清
右
衛
門
他
各
郷
か
ら
も
従
軍
戊
辰
戦
争
に
参
加

戊
辰
戦
争
お
こ
る

五
箇
条
の
御
誓
文

18
69
明
治
2

高
崎
豊
麿
、
百
引
最
後
の
地
頭
（輝
北
町
）

藩
内
の
寺
院
を
全
廃

廃
仏
毀
釈

版
籍
奉
還

18
71
明
治
4

鹿
屋
、
輝
北
、
串
良
等
を
都
城
県
に
編
入
県
区
の
改
廃

各
郷
に
正
副
戸
長
を
置
く

鹿
児
島
県
設
置
。
城
下
諸
隊
解
散

廃
藩
置
県 正

改
租

地
る

帰
へ

島
児

鹿
れ
破
に

論
韓
征
ら
郷
西

。
る

れ
さ
止
廃

県
城

都
6

治
明
3781

書
白

建
立
設

員
議

選
民

る
く
つ
を

校
学
私
郷

西
始
開

務
事
便
郵
良

姶
大・

隈
高・

屋
鹿

7
治

明
4781 18
75
明
治
8

江
華
島
事
件

乱
の
萩
、

乱
の
月

秋
、
乱

の
風

神
る
め
じ

は
を
正

改
租
地

9
治

明
6781 18
77
明
治
10

西
南
戦
争
に
従
軍
（鹿
屋
19
4人
・大
姶
良
60
人
・高
隈

16
人
、
百
引
47
人
、
市
成
87
人
等
。
）西
南
戦
争
処
分

で
、
2,
70
0人
処
刑

明
発
を
球

電
が
ン
ソ
ジ
エ  9781

%5.2
→%3

減
軽

租
地

刃
自
て
に
山

城
郷

西
、
る
こ

起
争

戦
南
西

18
80
明
治
13

願
生
寺
前
身
説
教
所
開
設

上
百
引
に
本
願
寺
説
教
所
開
設

初
め
て
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

立
創
党
由
自
　
　
詔

の
設

開
会
国

る
れ
さ
刊
創

聞
新
島
児

鹿
41

治
明
1881

ぶ
学
を
画

洋
で
リ
パ
、
輝

清
田

黒
）
失
焼
戸54（

火
大

町
本

61
治

明
488 1

18
84
 清
仏
戦
争

る
な
と

領
ス
ン
ラ
フ

が
ム
ナ
ト
ベ 5881

法
憲
国

帝
本

日
大

る
れ
さ

行
施

が
製

村
町

市
22

治
明
9881

く
開

会
議
国
帝
回

一
第

）
町
手

大（
成

落
所
判

裁
屋

鹿
32

治
明
0981 18
94
明
治
27

明
治
天
皇
御
乗
馬
「藤
戸
号
」

百
引
村
　
鶴
田
村
長
上
京
拝
受

設
建
を

道
鉄
ア
リ
ベ
シ

が
ア
シ
ロ 1981

争
戦

清
日

7981
約
条

関
下

）
引
百
町

北
輝（

つ
建
碑
の」

号
戸
藤「

馬
賜
下

御
82

治
明
5981 19
01
明
治
34

西
原
競
馬
場
始
ま
る

鹿
児
島
・国
分
間
に
鉄
道
開
通

造
士
館
第
七
高
等
学
校
で
き
る

19
04
明
治
37

鹿
屋
婦
人
会
始
ま
る

従
軍
者
多
数

鹿
児
島
・谷
山
間
に
乗
合
自
動
車
が
あ
ら
わ
れ
る

日
露
戦
争

19
05
明
治
38

川
東
耕
地
整
理
完
成

驥
北
教
育
会
（百
引
・市
成
・恒
吉
・野
方
・高
隈
・牛
根

の
６
ヶ
村
）発
足

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

18
93
 ハ
ワ
イ
が
ア
メ
リ
カ
の
保
護
領
に
な
る

18
98
  
ア
メ
リ
カ
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

  
  
  
  
を
得
る

18
99
 ラ
オ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
領
土
と
な
る

項
事
な

主
の

界
世

国
中

鮮
朝

項
事
な

主
の
本

日
項

事
な

主
の
内

県
島

児
鹿

項
事
な

主
の
土
郷

号
年

暦
西

代
時

朝 鮮 王 朝 大 韓 帝 国

近 代 国 家 の 形 成 過 程

江 戸 時 代 明 治 時 代

207207

（
項
目
０
９
５
）

（
項
目
０
４
７
）

（
項
目
０
０
４
）



1
9
1
0
明
治
4
3

る
び
滅

が
清
で
命

革
亥

辛 
1
1
9
1

0
1
9
1

合
併

国
韓

1
9
1
2
大
正
元

北
田
水
道
完
成
。
岡
泉
・
西
俣
・
南
等
耕
地
整
理
完
成
谷
山
～
武
之
橋
間
に
電
車
が
開
通

1
9
1
2
 中
華
民
国
成
立

1
9
1
4
 第
一
次
世
界
大
戦

）
8
1
～
（

る
ま

始
戦

大
界

世
次
一

第
る

が
な
つ
が

島
半

隅
大
と
島
桜
、
火

噴
大
島
桜

大
甚
害
被

の
灰

山
火
、
で
地
各
内

市
、
で
火
噴

大
島

桜
3

正
大
4
1
9
1 1
9
1
5
大
正
4

大
隅
鉄
道
高
須
～
鹿
屋
間
が
開
通
す
る

1
9
1
7
 ロ
シ
ア
革
命

1
9
1
6
大
正
5

名
馬
「
と
ど
ろ
き
号
」
の
記
念
碑
建
つ

降
灰
復
旧
事
業
市
内
各
地
で
継
続

議
会
和
講
リ
パ 
9
1
9
1

成
完
ト
ー
リ
ク
ン
コ
筋
鉄
、
初
下
県
が
店
貨

百
屋
形
山

立
成

の
盟

連
際
国 
0
2
9
1

る
こ
お

動
騒

米
動

騒
米
で

村
用

住
郡

島
大

7
正
大
8
1
9
1 1
9
1
9
大
正
8

安
養
寺
託
児
所
始
ま
る
（
向
江
町
）

大
円
寺
本
堂
新
築
工
事
（
輝
北
町
）

三
・
一
万
歳
事
件
　
　
　
　
　
五
・
四
運
動

ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印

1
9
2
1
 ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
～
2
2
）

1
9
2
5
大
正
1
4

立
成

邦
連
ソ 
2
2
9
1

法
持

維
安

治
・

法
挙

選
通

普

1
9
2
7
昭
和
2

笠
之
原
水
道
使
用
始
ま
る

高
須
港
護
岸
工
事

鹿
児
島
本
線
全
通

1
9
2
4
  
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
で
排
日
移
民
法
成

立
行

運
電

市
島

児
鹿

る
ま

始
信
受
オ
ジ
ラ

3
和
昭
8
2
9
1

1
9
2
8
 蒋
介
石
が
国
民
党
政
府
樹
立

1
9
2
9
昭
和
4

競
馬
場
札
元
に
移
転

百
引
上
水
道
完
成

る
ま
始
が
慌

恐
界
世 
9
2
9
1

慌
恐
界

世
通
全

道
鉄

薩
南

換
転
に

策
政

易
貿

護
保

が
カ
リ
メ
ア  

0
3
9
1

変
事

州
満

る
ま

始
場

工
茶
製

同
共
に

川
祓

6
和
昭
1
3
9
1

成
形
を

圏
済
経
ク
ッ
ロ
ブ
が
ス
リ
ギ
イ 
2
3
9
1

件
事

五
一
・
五

）
通

開
、
人

隼
～

城
都
（

通
全

線
本
豊
日

）
町

原
野
笠
（
式
納

献
機

闘
戦
軍

陸
7

和
昭
2
3
9
1 1
9
3
6
昭
和
1
1

鹿
屋
航
空
隊
開
隊
、
笠
野
原
飛
行
場
買
上
げ

国
鉄
志
布
志
線
、
串
良
ま
で
開
通

1
9
3
3
 ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ス
政
権
樹
立

件
事
安
西 
6
3
9
1

る
ま
始
争

戦
中

日
つ

建
像
盛

隆
郷
西

2
1
和
昭
7
3
9
1 1
9
3
9
昭
和
1
4

串
良
原
耕
地
整
理
完
成

戦
大

界
世

次
二
第 
9
3
9
1

る
ま

始
戦

大
界
世

次
二

第

1
9
4
1
昭
和
1
6

鹿
屋
市
市
制
実
施
さ
れ
る

県
立
農
民
道
場
串
良
町
に
設
置

）
5
4
～
（

る
ま

始
争
戦

洋
平
太
、

撃
攻

湾
珠
真

足
発
部
支
県

島
児

鹿
会

賛
翼
政
大

成
完

場
行
飛

軍
陸

覧
知

設
開

館
書

図
立

市
7
1

和
昭
2
4
9
1

る
け
う
を

襲
空
で

地
各

下
県
て
け

か
に

年
翌

足
発

隊
空

航
軍
海

良
串

9
1

和
昭
4
4
9
1

1
9
4
3
 カ
イ
ロ
会
談

1
9
4
5
昭
和
2
0

鹿
屋
航
空
隊
解
隊

連
合
軍
鹿
屋
飛
行
場
着
、
米
海
兵
隊
　
鹿
屋
市
高
須

町
金
浜
へ
上
陸

三
笠
宮
殿
下
　
吾
平
山
上
陵
へ
終
戦
報
告

特
攻
出
撃
ふ
え
る
　
　
鹿
児
島
大
空
襲

枕
崎
台
風

原
爆
投
下
さ
れ
る
。
　
　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
（
敗
戦
）

1
9
4
5

1
9
4
5
 ヤ
ル
タ
会
談

第
二
次
世
界
大
戦
終
結

1
9
4
6
昭
和
2
1

人
間
宣
言
・
極
東
国
際
軍
事
裁
判
・
日
本
国
憲
法
公
布

1
9
4
6
 極
東
国
際
軍
事
裁
判

1
9
4
7
昭
和
2
2

結
締

構
機

約
条
洋

西
大
北 
9
4
9
1

9
4
9
1

8
4
9
1

行
施

法
憲
国

本
日

1
9
4
8
昭
和
2
3

1
9
4
9
昭
和
2
4

1
9
5
0
昭
和
2
5

1
9
5
0
 朝
鮮
戦
争
開
戦

1
9
5
1
昭
和
2
6

1
9
5
1
 サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

立
設
隊

備
予

察
警

併
合
と
市

屋
鹿

が
村
隈

高
7
2

和
昭
2
5
9
1

爆
被

丸
竜
福

五
第
て
に

礁
環
ニ
キ
ビ
米 
4
5
9
1

印
調

定
協

米
日

還
返

島
群

美
奄

8
2

和
昭
3
5
9
1 1
9
5
4
昭
和
2
9

自
衛
隊
設
立

1
9
5
5
昭
和
3
0

議
会
カ
リ
フ
ア
・
ア
ジ
ア

回
一

第 
5
5
9
1

気
景

武
神

結
締

構
機

約
条
ワ
ャ
シ

ル
ワ       

言
宣

同
共
ソ

日
る

成
と

町
北

輝
し

併
合

が
村

成
市
と

村
引

百
1
3

和
昭
6
5
9
1 1
9
5
7
昭
和
3
2

1
9
5
8
昭
和
3
3

鹿
屋
市
立
鹿
屋
女
子
高
等
学
校
開
校

1
9
5
9
昭
和
3
4

伊
勢
湾
台
風
来
襲

1
9
6
0
昭
和
3
5

年
の
カ
リ
フ
ア 
0
6
9
1

結
締

約
条

障
保

全
安

米
日

1
9
6
1
昭
和
3
6

1
9
6
1
 ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設

1
9
6
2
昭
和
3
7

1
9
6
2
 核
ミ
サ
イ
ル
基
地
発
見
（
キ
ュ
ー
バ
危
機
）

1
9
6
3
昭
和
3
8

催
開
ク
ッ
ピ
ン
リ
オ

京
東
・

通
開

線
幹

新
道
海

東
成
完

へ
町
馬
打
が

院
病
屋

鹿
立

県
9
3

和
昭
4
6
9
1 1
9
6
5
昭
和
4
0

1
9
6
6
昭
和
4
1

高
隈
ダ
ム
完
成

1
9
6
7
昭
和
4
2

襲
来

号
６
１

風
台

3
4

和
昭
8
6
9
1 1
9
6
9
昭
和
4
4

1
9
7
0
昭
和
4
5

日
本
万
国
博
覧
会
の
開
催
(大
阪
万
博
）

1
9
7
1
昭
和
4
6

1
9
7
2
昭
和
4
7

串
良
バ
イ
パ
ス
が
開
通

沖
縄
返
還
(沖
縄
の
復
帰
)

1
9
7
3
昭
和
4
8

1
9
7
4
昭
和
4
9

1
9
7
5
昭
和
5
0

吾
平
の
水
道
施
設
完
成

日
本
の
主
な
事
項

朝
鮮

中
国

世
界
の
主
な
事
項

項
事
な

主
の
内

県
島

児
鹿

項
事
な
主

の
土
郷

号
年

暦
西

代
時

日 本 統 治 時 代 米 ソ 占

中 華 民 国

昭 和 時 代大 正 時 代

大 韓 民 国

朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

朝
鮮
特
需

19
50
～

52

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

中 華 人 民 共 和 国

208 208

（
項
目
０
１
５
）

（
項
目
０
６
７
）

（
項
目
０
５
０
）

（
項
目
０
５
４
）

（
項
目
０
０
１
）

（項
目
０
０
１
）

（
項
目
０
５
５
）

（
項
目
０
５
２
）

（
項
目
０
４
９
，
項
目
０
５
０
）

（
項
目
０
４
９
，
項
目
０
５
０
）

（
項
目
０
４
９
，
項
目
０
５
０
）



件
事
ド
ー
キ
ッ
ロ

る
で
害
被
な
き
大
り
よ
に
雨
豪
中
集

1
5
和
昭
6
7
9
1 1
9
7
7
昭
和
5
2

鹿
屋
市
文
化
会
館
完
成

1
9
7
8
昭
和
5
3

成
田
空
港
開
港
(新
東
京
国
際
空
港
)

1
9
7
9
昭
和
5
4

東
京
サ
ミ
ッ
ト

1
9
8
0
昭
和
5
5

1
9
8
0
 イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
始
ま
る

1
9
8
1
昭
和
5
6

鹿
屋
市
立
図
書
館
完
成

ロ
ー
マ
法
王
来
日

1
9
8
2
昭
和
5
7

1
9
8
3
昭
和
5
8

1
9
8
4
昭
和
5
9

国
立
鹿
屋
体
育
大
学
開
校

1
9
8
5
昭
和
6
0

1
9
8
6
昭
和
6
1

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
完
成

り
ま
始
の
ル
ブ

バ
止

廃
線

隅
大

鉄
国

2
6
和

昭
7
8
9
1 1
9
8
8
昭
和
6
3

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
瀬
戸
大
橋
開
通

1
9
8
9
平
成
1

鹿
児
島
市
制
施
行
1
0
0
周
年
、
画
家
吉
井
淳
二
氏
文
化

勲
章
受
章

件
事

門
安

天
　
称

通(
件
事

門
安
天
四

六 
9
8
9
1

る
ま

始
が
」

成
平
「
。
御
崩
が
皇
天
和
昭

)

1
9
9
0
平
成
2

台
風
2
0
号
が
襲
来
。
各
地
に
被
害
（
姶
良
川
警
戒
水
位

超
え
る
、
吉
田
橋
通
行
不
能
）

西
郷
と
大
久
保
を
主
人
公
に
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
翔
ぶ

が
如
く
」
放
送
開
始

バ
ブ
ル
崩
壊
、
T
B
S
記
者
秋
山
豊
寛
氏
日
本
人
初
宇
宙
飛
行

　
　
　
 ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

1
9
9
1
平
成
3

鹿
屋
市
役
所
が
国
鉄
鹿
屋
駅
跡
に
移
転

  
  
  
  
マ
ル
タ
会
談

1
9
9
2
平
成
4

国
道
2
2
0
号
　
鹿
屋
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

1
9
9
0
 湾
岸
戦
争
開
戦
、
統
一
ド
イ
ツ
誕
生

1
9
9
3
平
成
5

鹿
屋
航
空
基
地
資
料
館
オ
ー
プ
ン

1
9
9
1
 ソ
連
崩
壊

1
9
9
4
平
成
6

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

3
9
9
1

賞
受

賞
ル
ベ
ー
ノ

氏
郎

三
健

江
大

に
局
４

放
民

内
県
。

局
開
ビ
レ
テ
売

読
島

児
鹿

 欧
州
連
合
（
E
U
）
発
足

1
9
9
5
平
成
7

鹿
屋
串
良
水
道
企
業
団
が
業
務
開
始

輝
北
天
球
館
オ
ー
プ
ン

阪
神
・
淡
路
大
震
災

1
9
9
6
平
成
8

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
鹿
児
島
実
業
高
校
県
勢
初
の
優
勝

1
9
9
7
平
成
9

1
9
9
8
平
成
1
0

1
9
9
9
平
成
1
1

串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
完
成

2
0
0
0
平
成
1
2

大
隅
ア
リ
ー
ナ
が
完
成

2
0
0
1
平
成
1
3

古
江
地
区
道
路
空
間
整
備
事
業
完
成

2
0
0
1
 ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

2
0
0
2
平
成
1
4

サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
韓
大
会
開
催

2
0
0
3
平
成
1
5

2
0
0
3
 イ
ラ
ク
戦
争
開
戦

2
0
0
4
平
成
1
6

2
0
0
5
平
成
1
7

輝
北
ダ
ム
完
成

2
0
0
6
平
成
1
8

新
「
鹿
屋
市
」
誕
生

F
M
か
の
や
開
局

2
0
0
7
平
成
1
9

か
の
や
く
る
り
ん
バ
ス
運
行
開
始

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
オ
ー
プ
ン

日
本
郵
政
公
社
が
民
営
化
し
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
に
な
る

2
0
0
8
平
成
2
0

串
良
さ
く
ら
温
泉
オ
ー
プ
ン
、
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
放
送
開
始

2
0
0
8
 米
証
券
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
綻

2
0
0
9
平
成
2
1

る
な
と

況
不
な

的
界
世 
　
　
　

始
開

送
放
ル
タ
ジ
デ

上
地

2
0
1
0
平
成
2
2

2
0
1
1
平
成
2
3

東
日
本
大
震
災

2
0
1
2
平
成
2
4

2
0
1
3
平
成
2
5

吾
平
小
と
神
野
小
が
統
合
し
新
「
吾
平
小
」
ス
タ
ー
ト

鶴
羽
小
・
古
江
小
・
菅
原
小
・
花
岡
中
が
統
合
し
小
中
一

貫
校
花
岡
学
園
ス
タ
ー
ト

2
0
1
4
平
成
2
6

2
0
1
5
平
成
2
7

2
0
1
6
平
成
2
8

2
0
1
7
平
成
2
9

2
0
1
8
平
成
3
0

2
0
1
9
令
和
１

新
元
号
『
令
和
』
に
改
元

2
0
2
0
令
和
２

鹿
屋
女
子
高
等
学
校
新
校
舎
完
成

高
須
小
・
野
里
小
が
統
合
し
新
「
野
里
小
」
ス
タ
ー
ト

2
0
2
1
令
和
３

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

2
0
2
2
令
和
４

2
0
2
3
令
和
５

世
界
の
主
な
事
項

国
中

鮮
朝

項
事
な

主
の
本
日

項
事
な
主

の
内
県

島
児

鹿
項

事
な
主
の

土
郷

号
年

暦
西

代
時 平 成 時 代昭 和 時 代 令 和 時 代

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

米
国
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
19

81
～

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

学
校
第
２
土
曜
日
が
休
業
と
な
り
週
５
日
ス
タ
ー
ト

平
成
の
大
合
併

（
平
成
１
１
年
～

平
成

22
年
）

大 韓 民 国

朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

中 華 人 民 共 和 国

209

（
項
目
０
０
５
）

（
項
目
０
０
５
）

（
項
目
０
０
７
）

（
項
目
０
０
０
９
）

（
項
目
０
２
２
）

（
項
目
０
０
８
）

（
項
目
０
０
９
，
項
目
０
８
８
）

（
項
目
０
８
７
）

（
項
目
０
２
３
）

（
項
目
０
０
９
）

（
項
目
０
５
３
）

（
項
目
０
０
１
）

（
項
目
０
２
２
）

（
項
目
０
２
９
）

（
項
目
０
１
１
）

（
項
目
０
５
６
）

（
項
目
０
５
６
）

（
項
目
０
５
６
）



鹿
　
屋
　
市
　
の
　
成
　
り
　
立
　
ち

古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

７
世
紀
中
期

7
0
2
年

大
宝
２
年

江
戸
時
代
末
か
ら
現
在
ま
で

江
戸
時
代

野
　
里
　
村

西
　
俣
　
村

南
　
　
　
村

獅
子
目
村

横
　
山
　
村

浜
　
田
　
村

大
姶
良
村

7
1
3
年

和
銅
６
年

9
3
0
年
代

承
平
年
間

平
安
末
頃
～

江
戸
時
代

日
向
国

日
向
国

大
隅
国

郡
と
郷

荘
園
制

外
城
制
　

薩
摩
藩
に
よ
り
藩
内
は
1
1
0
余
り
の
外
城
（
郷
）
に
分

か
れ
、
各
地
に
は
地
頭
仮
屋
を
中
心
に
武
家
屋
敷
が
あ
る
麓
集
落

が
広
が
っ
て
い
た
。
外
城
は
直
轄
領
と
私
領
に
分
か
れ
る
。

律
令
制
が
成
立
し
、
こ
の
頃
以
後
宮
崎
と
鹿
児
島
の
九
州
本
土
で
日
向
国
が
設
け
ら
れ
る
。

日
向
国
か
ら
唱
更
国
（
後
の

薩
摩
国
）
分
立
。

日
向
国
か
ら
肝
杯
郡
、
囎
唹
郡
、
大
隅
郡
、
姶
羅
郡
の
４
郡
を
分
け
大
隅
国
分
立
。
現
在
の
鹿
屋
市
に
あ
た
る
の
は
大
隅
郡
、
姶
羅
郡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

平
安
中
期
の
和
名
類
聚
抄
よ
り
。
大
隅
国
成
立
か
ら
こ
の
頃
ま
で
に
大
隅
郡
、
姶
羅
郡
の
領
域
の
変
更
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
隅
郡
７
郷
、
人
野
、
大
隅
、
謂
列
、
姶
﨟
（
吾
平
）
、

禰
寝
、
大
阿
（
大
姶
良
）
、
岐
刀
、
姶
羅
郡
４
郷
、
鹿
屋
（
鹿
屋
市
街
地
）
、
串
伎
（
串
良
・
東
串
良
）
、
野
裏
、
岐
刀
。

荘
園
の
発
達
に
よ
り
地
域
の
呼
び
名
が
院
や
荘
、
郡
、
郷
な
ど
様
々
に
変
わ
っ
て
い
く
。
現
在
の
鹿
屋
市
に
あ
た
る
地
は
鹿
屋
院
、
串
良
院
、
姶
良
荘
、
姶
良
西
俣
、
小
河
院
（
南
側
が
輝
北
）
、

禰
寝
院
北
俣
（
北
側
が
大
姶
良
（
除
く
西
俣
）
）
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。

※
（
）
内
は
い
ず
れ
も
推
測

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
候
補
地
。

牛
根
郷

直
轄
領

垂
水
島
津
家

垂
水
郷

新
城
郷

新
城
島
津
家

鹿
屋
郷

直
轄
領

花
岡
島
津
家

直
轄
領

直
轄
領

直
轄
領

直
轄
領

直
轄
領

花
岡
郷

大
姶
良
郷

高
隈
郷

姶
良
郷

百
引
郷

串
良
郷

市
成
島
津
家

市
成
郷

明
治
の
初
め

郷

1
8
8
9
年

明
治
2
2
年

1
9
1
2
年

大
正
元
年

1
9
2
4
年

大
正
1
3
年

1
9
3
2
年

昭
和
７
年

1
9
3
2
年

昭
和
７
年

1
9
4
1
年

昭
和
1
6
年

1
9
4
1
年

昭
和
1
6
年

1
9
4
7
年

昭
和
2
2
年

1
9
5
5
年

昭
和
3
0
年

1
9
5
8
年

昭
和
3
3
年

1
9
5
6
年

昭
和
3
1
年

1
9
5
5
年

昭
和
3
0
年

1
9
5
8
年

昭
和
3
3
年

2
0
0
6
年

平
成
1
8
年

郷
内
の
村

※
現
鹿
屋
市
関
連
の
み
記
す

町
村
制
実
施

串
良
郷
は
西
と
東
に
分
か
れ
る

鹿
屋
、
町
制
施
行

垂
水
、
町
制
施
行

串
良
、
町
制
施
行

東
串
良
、
町
制
施
行

鹿
屋
・
花
岡
・
大
姶
良

合
併
・
市
制
施
行

太
平
洋
戦
争
始
ま
る

～
昭
和
2
0
年

姶
良
、
改
称
・
町
制
施
行

垂
水
・
牛
根
・
新
城
、
合
併

高
隈
、
鹿
屋
へ
編
入

百
引
・
市
成
、
合
併

旧
新
城
村
の
一
部
、

鹿
屋
へ
編
入

垂
水
、
市
制
施
行

鹿
屋
・
吾
平
・
輝
北
・
串
良

合
併

牛
根
郷

垂
水
郷

新
城
郷

鹿
屋
郷

花
岡
郷

大
姶
良
郷

高
隈
郷

姶
良
郷

百
引
郷

串
良
郷

牛
根
村

垂
水
村

新
城
村

下
　
名
　
村

（
の
ち
田
崎
村
）

中
　
名
　
村

上
　
名
　
村

（
の
ち
祓
川
村
）

高
　
須
　
村

木
　
谷
　
村

白
　
水
　
村

上
高
隈
村

下
高
隈
村

上
　
名
　
村

麓
　
　
　
村

下
　
名
　
村

百
　
引
　
村

（
の
ち
上
百
引
村
と

下
百
引
村
に
分
村
）

平
　
房
　
村

市
　
成
　
村

諏
訪
原
村

上
 小
 原
 村

下
 小
 原
 村

岡
　
崎
　
村

細
 山
 田
 村

有
　
里
　
村

垂
水
町

垂
水
町

垂
水
市

鹿
屋
市

鹿
屋
市

鹿
屋
市

新
城
村

鹿
屋
村

花
岡
村

大
姶
良
村

鹿
屋
町

高
隈
村

姶
良
村

百
引
村

市
成
村

西
串
良
村
東
串
良
村

串
良
町

東
串
良
町

輝
北
町

吾
平
町

市
成
郷

※
旧
新
城
村
の
根
木
原
・
桜
町
（
現
有
武
町
）
地
区
、
鹿
屋
市
へ
編
入
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４
月
１
日

1
2
月
3
1
日

1
2
月
１
日

５
月
1
5
日

１
０
月
１
日

５
月
2
7
日

1
0
月
1
5
日

1
2
月
８
日

1
月
１
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